
会 議 録            （文責：長野） 

会議の名称 那珂川市社会教育委員 第 1回会議 

開催日時 
令和4年6月27日（月） 

19：00～20：00 
開催場所 那珂川市中央公民館 講堂 

出席者 

【委員】 

池田委員、柴田委員、坂井委員、山﨑委員、渡邉委員、明星委員、 

西委員、谷川委員、落合委員 

【事務局】 

木下教育長、荒木課長、小金丸係長、齋藤社会教育担当指導主事、長野 

【その他】 

なし 

配布資料 

・ 次第 

・ 資料 1  委員名簿 

・ 資 料 2 那珂川市社会教育委員の手引き 

・ 資 料 3 令和 4・5年度の活動方針について 

・ 資料 4-1令和 4年度那珂川市社会教育委員の会 年間計画 

・ 資料 4-2 那珂川市社会教育委員勉強会について 

・ 資 料 5 令和 4年度社会教育関係事業等 年間計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題及び審議の内容 

1. 委嘱状の交付 

出席された委員 9名に委嘱状が交付された。 

 

2. 教育長あいさつ 

 

3. 委員自己紹介 

 

4. 社会教育委員とは 

資料 2 那珂川市社会教育委員の手引きをもとに事務局より説明。 

 

5. 委員長、副委員長選出 

委員長に山﨑委員、副委員長に柴田委員が選任され、承認された。 
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事務局 
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＜議題＞  

（1） 令和 4・5年度の活動方針について 

それでは、（1）の令和 4年、5年度の活動方針について事務局から 

説明をお願いする。 

 

はい。それでは、資料 3に沿って説明する。 

那珂川市社会教育委員の会では、これまでの研究から見えてきた課題 

や、社会教育に関する課題から、テーマを設けて調査研究をしている。 

今期については、令和 2年度・3年度の研究から見えてきた課題から、2 

つのテーマを設けている。 

まず、昨年度の研究より地域人材についての情報はある程度集めやすい 

が、地域課題については情報収集が不十分であるという課題が見えてき 

た。また、社会教育関係の人材については情報が集まりやすいが、それ以 

外の分野については情報が集めにくいということも課題として出てきた。 

そこで 1つ目のテーマを、地域課題の発見と異種分野のつながりづくりと 

いうことにしている。 

下の黒ポツは具体的な活動内容の案になっている。実際にこのテーマにつ 

いてどのような調査をどのように行うかなどについては、今後委員全員で 

協議してもらう。 

次に、同じく昨年、情報収集した内容を共有するに当たり、会議の中だけ 

で共有するのは、スピード感に欠けるという課題も出てきた。 

そこで 2つ目のテーマとして、オンラインによる情報共有の実現に向けてと 

している。 

下の黒ポツが、具体的な活動案で、こちらも今後協議して決めていく。 

今後の会議の流れとしては、委員長・副委員長・事務局で、各会議の協議 

内容について事前協議をし、皆様に定例会議の中で意見を伺う。 

また必要があれば、定例会議の合間で、各委員に調査活動をしてもらうこ 

とになる。説明については以上である。 

 

それでは今の提案について何か質問・意見はあるか。 

 

【質疑なし】 
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（2） 令和 4年度の年間活動計画について 

では、続いて令和 4年度年間活動計画について事務局より説明をお願い 

する。 

 

それでは、資料の4‐1 を見ていただきたい。事前に資料の配布をしていた 

ので、重要なところだけ説明させていただく。 

表の 1番上①のところが、今やっている那珂川市の社会教育委員の会議 

の予定を記載している。 

会議はおよそ 2か月に 1度、計 5回、中央公民館で開催予定となってい 

る。会議に出席していただいた際に、費用弁償 1,700円、委員報酬 

4,100円を支払うので、必ず印鑑を持ってきてほしい。 

②の選択式研修が、どちらか一方を選択して参加する研修となっている。 

参加していただいた場合は、費用弁償 1,700円を支払う。 

両研修会参加することも可能だが、費用弁償は 1回のみの支給となるた 

め、了承いただきたい。時期が近づいたら出欠をとるので回答をお願いし 

たい。 

③は筑紫地区の社会教育委員の会で、委員長と事務局が出席する。 

④の福岡県社会教育委員連絡協議会は、副委員長のみが出席となる。 

⑤が外部の研修。今、決まっている予定について、記載しているので、時 

期が近づいてきたら、各研修会の出欠をとりたいと思う。 

10月 6日・7日の研修については、予算の関係上、2人までの参加となっ 

ている。こちらも時期が近づいたら参加希望者募りたいと思う。 

九州ブロックの研修会以外については、人数が多い場合は公用車乗り合 

わせで参加する。 

自家用車や公共交通機関で参加した場合は、別途、交通費もしくは駐車

場代を支払うが、予算に限りがあるので、できるだけ乗り合わせでの参加

をお願いしている。以上が令和 4年度の活動計画である。 

 

資料 4-2について説明をする。 

今年度、新しい形で勉強会という形をとっている。 

私は、前年、前々年度からずっと、社会教育委員をしてきて、「社会教育委 

員とは？」というクエスチョンをもってやっていたということは話をしてきた 

と思う。 

本年、来年度に関しては、社会教育委員として、この先どうしていくべきか 

というビジョンをつくるための研修会をしたいと思っている。 
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そのために会議だけじゃなく、研修会という形で、社会教育について再認 

識し、深掘りしていく。 

この研修会に関しては、自分が県庁の社会教育課と事前に話はしている 

が、この会議の中で正式にみなさんの同意を得てから、県へ話をしに行き 

たいと思っている。 

1回目の研修で出てきた疑問を、2回目の研修会の中で県とセッションし 

ながら答えを出していきたい。 

今日、今すぐは何が疑問かわからないとおもう。改めて資料を見直してい 

ただきたい。 

私は、4年、社会教育委員の委員長をしてきたが、これからの 2年間はい 

ろいろスピードを上げて取り組んでいきたいとおもう。 

社会教育としては本当に、つながりが大切だなと思う。また、団体として 

は、最近、ちょっと人任せで流れているところがあるなと思う。 

だから、社会教育委員としては、皆さんが意思を持って、団体や行政にそ 

れじゃ駄目だよということが言えるような団体として、構築していきたいと 

思っている。 

団体としてもやっぱり横のつながりが必要だが、それをどうしていいかわ 

からない団体が結構いるのも現実である。なので、社会教育委員がいろ 

んなところからつなげていって、共助、協働というものを生み出していけれ 

ば、もっと那珂川市って、よくなるのではないかなと思う。 

なので、この 2年間、本当に、意思を持って行動して、大いに学んでいっ 

て、社会教育を盛り上げていきたい。 

そのために一応、県庁のほうに、この研修会について打診しにいくので、団 

体でも個人でも何か聞きたいことがあれば、いっていただければと思う。 

 

ちょっと補足で説明すると、今までは、調査・研究のテーマに関して協議を 

するということばかりだったが、自分たちの勉強も兼ねて、その会議の場 

で、教育事務所の方をまねき、ほかの市の社会教育委員の活動を知った 

り、意見交換したり、自分たちの今までの活動やこれからの団体の活動な 

どについて、座談会形式でいろいろ話をしていきましょうということになっ 

ている。 

2回目の研修会についても、その内容を踏まえて今年度するか、もう少し 

いろいろ自分たちで調査・研究した後で実施するかについても協議しなが 

ら決めていきたいと思っている。 
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②の選択式研修については、今委員長から話があった内容とは別である。 

それぞれ市内で行われている、教育研究大会と公民館大会に参加させて 

もらえる機会があるため、それぞれ皆さんの学びということで、どちらか 

一方選んで参加していただければと思っている。 

 

（2）について質問や意見はないか。 

 

【質疑なし】 

 

それでは（3）令和 4年度社会教育関連事業等年間計画について事務局 

より説明をお願いする。 

 

横向き、2枚組みの資料 5 と書かれた表で説明する。 

これは、本年度の社会教育に関係する事業について、社会教育課と文化 

振興課に調査をし、作成したもの。当計画の内容について、見ていただい 

た中で、変更があれば報告いただきたいと思う。 

またこの計画は、市内の社会教育関係団体や社会教育に関する事業が、 

どういったスケジュールでどういうことをしているかを、大まかに分かるよ 

うにということで数年前から作成をしているため、活用していただきたい。 

 

（3）について質問や意見はないか。 

 

【質疑なし】 

 

何かわからないことや相談したいことがあれば気軽に言ってもらいたい。 

また、社会教育委員はボランティアではなく手当が発生している。 

手当は市民の皆さんの税金から賄われているものである。 

私たちには守秘義務もあるし、責務もある。継続で委員をやっている方に 

取っては暑苦しいやつと感じるかもしれないが、ご協力いただきたいと思 

うし、おかしいなという点があったらどんどん突っ込んでほしい。 

 

次回会議は、8月 22日（月） 19：00～とする。 

 


